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通告による一般質問 

────────────────── 

 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） －登壇－ 

それでは、通告に従いまして、質問させていた

だきます。 

１ 有害鳥獣駆除に関する件。 

当市における有害鳥獣駆除（特にヒグマ、エゾ

シカの人里への出没抑制）について以下お聞きし

ます。 

（１）当市におけるヒグマ、エゾシカの捕獲実

績（令和５年度～令和７年度）についてお知らせ

ください。 

（２）当市において、ライフル銃の有資格者数

が分かればお知らせください。 

また、ガバメントハンター（自衛隊、警察官Ｏ

Ｂ等）への取り組みについてもお知らせください。 

（３）箱わなの台数と箱わなを設置する有資格

者数をお知らせください。 

また、箱わなを設置する有資格者について、現

状足りているのか、足りていないのであれば増や

す予定はないのかお知らせください。 

（４）ヒグマやエゾシカを捕獲した後の処理の

実態についてお知らせください。 

（５）ヒグマ、エゾシカの人里への出没抑制に

ついて、今後、市はどのように考えているのかお

知らせください。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） －登壇－ 

宮川議員の御質問にお答え申し上げたいと存じ

ます。 

 有害鳥獣駆除に関する件についてでございます

が、一つ目の、本市におけるヒグマ、エゾシカの

捕獲実績につきまして、令和５年度から令和７年

度までの有害鳥獣駆除による捕獲実績を申し上げ

ますと、令和５年度は、ヒグマ１２頭、エゾシカ

４０頭、令和６年度は、ヒグマ２頭、エゾシカ３

２頭、令和７年度は、３月２日現在で、ヒグマ２

５頭、エゾシカ６６頭となっており、特に今年度

は全国的な傾向と同様に、本市におきましても、

捕獲数や目撃数が大きく増加していることから、

喫緊の課題であると認識しております。 

二つ目の、ライフル銃の有資格者数及びガバメ

ントハンターへの取り組みにつきまして、市内に

おけるライフル銃の有資格者数について、ライフ

ル銃所持の許可を行う、函館中央警察署生活安全

課へ照会いたしましたが、人数等の情報について

は公表していないとの回答でございました。 

なお、本市が任命している北斗市鳥獣被害対策

実施隊におきましては、隊員１８名のうち１７名

がライフル銃所持の許可を受け、現場対応にあ

たっております。 

また、ガバメントハンターとしての取り組みに

つきましては、農林課職員の負担軽減と専門職員

による対応の一本化を図るため、新たに有害鳥獣

業務専門職員を任用することについて、実施隊と

意見交換を重ねてまいりました。 

その中で、実施隊側より、現場での円滑な意思

疎通と迅速な連携を維持するため、本市に所在す

る有害鳥獣駆除団体の中から任用を検討してほし

いとの要望があったことを受け、新年度において、

即応(そくおう)体制を維持するためにも、北斗市

有害鳥獣駆除会の会員の中からの選考を第一候補

として、会計年度任用職員１名を任用する予定と

なっております。 

御質問の三つ目、箱わなの所有台数と有資格者

数につきまして、現在、市では箱わなを５基所有

しておりますが、捕獲体制の更なる強化を図るた

め、新年度において２基を増設する予定でござい

ます。 

箱わな設置に必要な、わな猟免許の保持につきま

しては、実施隊員１８名のうち５名が有しており

ます。 

箱わなの設置や撤去等の実作業には有資格者が

必要ですが、日常の巡回業務については資格を要

しないことから、昨年のような頻繁な出没時にお

いても、有資格者不足により対応に苦慮した事案

はなく、現在の体制で適正に運用できているもの

と認識しております。 

しかしながら、今後の箱わなの増設や設置個所

の変更など迅速に対応していくためにも、実施隊

に対しましては、資格取得の働きかけを行ってま



いります。 

御質問の四つ目、捕獲後の処理の実態につきま

して、現在の処理状況は、実施隊員が自身で解体

を行う場合のほか、実施隊員が市内の食肉加工処

理施設へ搬入し、当該施設にて解体を行うといっ

た複数のパターンがございます。 

特にヒグマにつきましては、農林課職員が、現

場で個体測定を行い、大腿骨や肝臓、歯の検体を

採取して北海道立総合研究機構へ送付するほか、

残滓(ざんし)についてはクリーンおしまにて焼却

処分を行うなど、関係法令等に基づき、適正に処

理されているところでございます。 

御質問の五つ目、ヒグマ、エゾシカの人里への

出没抑制に関する今後の考え方につきまして、農

業被害の大きいエゾシカについては、引き続き実

施隊による捕獲を強化してまいります。 

また、ヒグマについては、現在策定作業を進めて

いる、北斗市ヒグマゾーニング計画に基づき、人

とヒグマのすみ分けを徹底していく考えでござい

ます。 

重点的な取組として、茂辺地、当別地区では緩

衝帯の整備や電気柵設置を強化し、ライフル銃の

使用が困難な場所が多い文月、向野地区では、箱

わなの設置による侵入防止を徹底してまいります。 

市民の生命と安全を守ることは、市政の最優先

課題でございます。 

本計画を関係者の共通認識とし、実施隊との緊

密な連携のもと、人的被害を絶対に発生させない

という、強い決意を持って、迅速かつ実効性のあ

る対策に万全を期してまいる所存でございます。 

以上で、宮川議員の御質問に対するお答えとい

たします。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） それでは再質問させて

いただきます。 

市長答弁ありがとうございます。また就任もお

めでとうございます。 

それで１番目の質問から入らせてもらいたいの

ですが、これは捕獲した場所については把握され

てると思うんですけどそれはお話しできるので

しょうか。 

よろしくお願いします。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） 宮川議員の御質問に

お答えいたします。 

令和７年度の捕獲場所につきましては、ヒグマ

ですが全部で２５頭捕獲してるということでござ

いますが、細かい地区でいうと大変長くなります

ので、旧上磯地区と旧大野地区で分けさせていた

だきますと、旧上磯地区が２０、特に茂辺地、茂

辺地市ノ渡、三ツ石等の地区での捕獲が多いです。 

旧大野地区につきましては、村山、きじひき高

原周辺、あとは文月での捕獲が多いという形に

なってございます。 

鹿につきましては、６６頭という形で数字が多

いんですが、市内全般的に捕獲してるような状況

でございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） ありがとうございます。 

そこでですね、言わば当別、茂辺地地区、旧大

野で言いますと、文月、村山地区になりますか、

特に多いのかなという状況で今お話を聞かせてい

ただいたんですけども。 

それともう一つ気になるのが河川敷地の状況が、

旧大野の大野川については僕が小学校五、六年生

あたりでしょうかね、道路改修があって、あそこ

道道になったんですけども、そのときに川幅が昔

の幅の３倍になりまして、今現在状況を見てると

ほとんど柳の木だとか雑木が入ってるような状況

で、川の幅の３分の１ぐらいでしょうかね、水が

流れてるの。 

あと、戸切地川っていうんですか、上磯のごみ

収集をなさってる小野寺さんの車庫のあたりから

流れてる川。それと茂辺地の上流のほうの川も含

めて、熊が川伝いに下がって来やすい環境にある

のかなと。 

それで私も昔渓流釣りをしてた時期がありまし

て、よく川に魚を釣りに行くと、一度だけ熊と出

くわしたことありまして、それはやっぱり川のす

ぐ横の岩場のとこにやっぱり冬眠してる条件があ

るのかなと。 

それはすぐそばに水があるせいなのかなと思っ

たり、いろんなことを考えてきましたけども、た



またま今回こういう立場になって、今回こういう

お話をさせていただくのに、昔のことを思い出し

ながら今お話しさせてもらってる部分があるんで

すが、そこで熊の特性というのは、特に人と比べ

てとか、犬と比べて嗅覚なんかでも、どのぐらい

の嗅覚をお持ちだとかっていうそういう部分につ

いては、市のほうでは把握されてるんでしょうか。 

その辺よろしくお願いします。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） お答えいたします。 

すいません、熊の専門家でないものですから、

嗅覚等々のところに関してはちょっと承知してな

いというところが現状でございますが、ただ、ハ

ンターたちと日頃から話をしてる中では、やはり

熊については、恥ずかしがりやというところで、

隠れながら行動するということが日常多いという

ことを聞いております。 

なので、今宮川議員のほうからお話ありました、

河川敷地の木なり、笹なり、柳なり、とかがお

がっているところはとても行動がしやすい場所と

いう形でなかなか人とも遭わないというところを、

熊のほうも把握しておりますので、その間で行動

をしやすいのかなと思ってございます。 

こちらの河川敷地、先ほど申し上げました大野

川、戸切地川、茂辺地川というところになります

が、こちらどちらも２級河川ということで道の管

轄になってございます。 

こちらにつきましては、やはり全国的な熊の出

没の問題もございまして、北海道市長会からも通

じて、河川敷地のしゅんせつを検討してほしいと

いうところで国のほうに、環境省のほうに要望し

てるところでございまして、現在北海道のほうか

ら２級河川の河川敷地の状況というのを、どうい

う状況だっていうところを、熊対応側の管轄のほ

うに照会が来てございまして、私どもとしては３

河川の写真などをとりまして、こういう状況で、

熊が出没しやすい状況であるということなので、

こちらについてのしゅんせつを今北海道のほうに

は要望を出しているという段階でございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） 今お話ししていただい

た内容でよく理解はできるんですけども、できる

だけ北海道のほうの要請についても、すぐってい

うわけにいかない部分も結構あるのかなという思

いで今お話しさせてもらってますけども、できる

だけ熊が隠れないような環境をつくることによっ

て、未然に事故なく過ごせるような、市長が一人

一人安全な部分も含めての話をすれば、事故がな

いような環境づくりをするのが私どもの務めなの

かなと思って、今、質問させていただいてますけ

ども、できるだけ、市は市としての考え方もある

でしょうから、やっぱりこれは鹿にしても、熊に

しても、命あるわけですから、コミュニケーショ

ンを図れる相手でもないですし、私が今回こうい

う立場になって、たまたまこういう質問をさせて

いただくのに、ちょっとだけ調べさせていただい

た熊のことについてなんですが、人間の嗅覚から

すると約１億倍の嗅覚を持っている。 

行動範囲は大体１０キロから１２キロ移動する

というお話。１０キロから１２キロというと函館

駅から新函館北斗駅までの間が大体１４キロだと

私記憶してございますけれど、それに近いぐらい

の行動範囲。また四方八方に動くわけですから、

例えばの話、ＧＰＳか何かでサーモセンサーを

使って調査してここにいるんだよということが分

かっても、何時間後にはどこまで動くのか分かん

ないぐらいの距離を移動するっていうふうに、調

べたら書物で出てきましてびっくりしましたけど

も。 

それと先ほど言ったように嗅覚が人間の１億倍

ぐらいあるということは、箱わなを仕掛けるとき

においしい餌を与えたら、そのおいしい餌という

のが、単純に言うとハチミツなのかなと私はそれ

しか思い浮かばないんですけども、それらについ

ても、どのような箱わなを仕掛けているのか、現

場のことが全く分からないもんですから、もし分

かる範囲で、何か言っていただければありがたい

んですけども。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） お答えいたします。 

箱わなにつきましては、先ほど市長の答弁で申

し上げましたが５基、今現在所有してるところで

ございます。 



大きさも高さと幅で９０センチ、９０センチ、

長さが１９０センチという箱わなを用意して設置

をしているところでございます。 

今回新たに２基購入する運びにつきましては、

それよりも３０センチほど長い箱わなを購入しよ

うと思ってます。 

長さが長いということは、大きいヒグマが入っ

たときに、我々の持っているヒグマの箱わなは踏

み板を踏むと入り口の檻が落ちるという構造に

なっておりますが、大きい熊が入ると全て体が入

り切れないうちに踏板を踏んでしまって、背中に

入り口のドアが当たって、結局逃げてしまうとい

うところが現状あるということもハンターのほう

からお聞きしまして、今回ハンターの御助言をい

ただきながら、３０センチほど大きくしたという

ところでございます。 

この２基というのは本当は５基、１０基とか、

一気に買えばいいんでしょうけども、その都度熊

の特性によりまして、いろいろと箱わなの大きさ

等、規格等も変更していかないと駄目かなという

考えもありましたので、今回は取りあえず２基と

いう形で購入させていただきまして、次年度以降

も随時ハンターの意見を聞きながら、それに合っ

た箱わなを購入していきたいと思ってございます。 

餌につきましては、先ほど議員申し上げたとお

りハチミツというところもありますが、あとはブ

ドウ酒とかそういうものを一緒に混ぜて、ハン

ター独自のブレンドというものがあるそうです。 

山でとれたブドウとかを一緒に入れながら置い

て、箱の中には大量に置くんですけどその手前か

ら誘引するような形で置いてという形もございま

すし、あとはそのときに食害のあった農作物、例

えばニンジンであればニンジン等を置きながらと

いう形をやってるような現状でございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） ありがとうございます。 

そこで私、２０年ぐらい前に豚等を家畜市場に

運ぶお手伝いをある会社にした経験がありまして、

そしたら豚は、そのときには４トン車のトラック

に２段にして屠場には連れていってたんですけど

も、乗らない、おりない豚が必ずいるっていうぐ

らいいるんですね。 

それはなぜかなと思って、そこの社長に聞いた

ら、豚でもやっぱり血の臭いすると嫌がるんです

よ、車からおりない状態。 

それで電気のムチでお尻をさわって電気ムチを

使って下ろしたり積んだりするんですけども、そ

れでもやっぱりてこずる豚が必ずいるんです。 

そしたらその社長いわく、どうしてなの社長っ

て聞いたら、やっぱり血のにおいだろうと、屠場

のときにおろすときなんか特に苦労するんです。 

それを見てて、もしかすると先ほど言ったよう

に人間の１億倍もあるような嗅覚を持っている熊

に関しては、もし箱わなだったら、仕掛けるとき

に１頭捕獲して、熊の命を頂いて、その箱から出

すときにどういう状況で出されるのか分かりませ

んけども、もしくはその中でライフルで撃って命

をとどめた状態で出すのか、麻酔薬みたいなもの

を使って出すのか分かりませんが、そこで血が出

るような状況がもしその箱わなについたりすると、

恐らく次に設置しても、熊自体が臭いを分かって

入らないのかなということも、自分の中で豚の経

験で、豚は熊ほど嗅覚はすぐれてないと私は思う

んですけども、その辺について箱わなをやれる免

許を持ってる方は、その辺のことも勉強されて対

応していただけると思うんですけども、その辺に

ついて何か市のほうとして、箱わなの担当者から、

有識者から聞いたことございますか。 

よろしくお願いします。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） お答えいたします。 

箱わなにつきましては、その中で捕獲後、箱わ

なはそのまま置いておかず、一度撤去します。 

一度高圧洗浄機等々で全て洗ってまた納めると

いう形にしてございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） こないだ会派説明会の

ときに工藤副市長のほうから、ユニックつきのト

ラックでしょうか、その箱わなを設置するための

予算がたしか出されたっていうふうに記憶してご

ざいますけども、これまではユニックつきのト

ラックは使用されてなかったんでしょうか。 



それと私思うにはトラックだけでは、移動でき

るような場所ということになると、かなり条件が

いいところでないと、トラックは入っていけない

わけですよね。 

そしたらそこから、トラックが停められる場所

から何百メートルか奥のほうなり場所を変えて箱

わなを仕掛けるときに、運搬車みたいなものが必

要でないのかなとそういうものはどういう状況な

んでしょうかね。 

ちょっとお話しできますか。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） お答えいたします。 

先ほど申し上げたとおり、箱わなの今までのサ

イズが９０センチ、９０センチ、１９０センチと

いうところで、今までは軽トラックに積めるサイ

ズでございました。 

そちらのほうに積んで現場に持っていくと、現

場に設置するのもやはり農作物の影響がある場所

というところが、私どもの農作物被害防止の観点

からありますので、そんなに農作物の被害がある

ということは農作業をしている場所の近くという

ところでございますので、そちらのほうに置ける

というとこでございます。 

今後につきましては、やはり大きな箱わなに

なっていくというとこにございますので、そうす

るともう我々の持ってる軽トラックに入らないと、

いうこともありますし、重さ等もございますので、

それをユニックつきのトラックをリースという形

でお借りしまして、免許のある方に、それは我々

職員が免許あれば一番いいんでしょうけど、免許

今のところございませんので、ハンターで免許を

持ってる方にその辺の操作をしてもらうという形

で考えてございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） ありがとうございます。 

そこで、今持ってる５基のわなの対応として、

どのぐらいの背の高さ、熊が立ち上がったときに、

背の高さと重さで言ったら２００キロぐらいまで

だったら対応できるよとか、これまで設置したん

だけども、結局入り口が閉まって熊が後ろに逃げ

ちゃったというような失敗って言ったらいいんで

しょうか、そういう状況っていうのはあったんで

しょうか、なかったんでしょうか、その辺をお聞

かせください。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） お答えいたします。 

今までにつきましても、箱わなの中に入ったと

いうところでありまして、今までも大きいので、

踏み板を踏む前に顔が伸びて、餌にたどり着いて

食べてしまうと。 

なので、踏み板を踏むというところまでは行か

ないで、全て体が入り切らないままに餌に顔が届

いて食べてしまって戻っていってしまうというと

ころがございました。 

なので、その分長さを長くすれば奥のほうに熊

が入ってきますので、入り口が締まるという形に

なります。 

今までの箱わなについてそれで捕獲を失敗した

とかいうのはなかったですが、逆に先に小動物等、

タヌキとかキツネとかが入って、先に餌を食べて

踏み板を踏んでしまって、朝、巡回に行ってみた

ら中にタヌキが入ってたとか、キツネが入ってた

ということで、熊の捕獲ができなかったという現

状がございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） ありがとうございます。 

なるほど、あんまり失敗した例はなかったとい

うことで理解でいいですか。 

例えばの話、今の市長が先ほど全部説明してい

ただいて内容をこういう形でお聞きしましたけど

も、今の状態で、一番やっぱり私が心配するのは、

市長もそうでしょうと思うんですが、やっぱり農

林課の職員が特にそうですよね、直接関わる職員

ですから、その人方に対して、過度な状況に絶対

にならないような状況でお仕事をしていただかな

いと、万が一これ事故でもあったら大変なことに

なるんですけども、そうならないためにどのぐら

いの頭数までだったら対応できるものなのか、考

えているのかその辺をお知らせください。 

それと極端な話を言うと、上ノ国町が昨年度は

１００頭ぐらい増えた状態で捕獲してるわけです

よね。 



そうしたときに上ノ国町の事情は私も分からな

いですけど、頭数だけ、私、情報として聞いたん

ですけども、もし万が一そういう、例えば昨年度

２５頭のものが、極端な話、２５０頭ぐらいまで

なって、１０倍ぐらいにもなったときに、皆さん

に負担かかる事の部分も含めて、多少なりとも余

裕あっての対応ができるのか、万が一のことにな

らないかなということで、私が非常に心配してお

りますけども、その辺は課長どうなんでしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） お答えいたします。 

我々農林課につきましては、農林課のほうでヒ

グマの専用携帯というものを持っておりまして、

２４時間担当職員が持ってるような状況でござい

ます。 

私も係長時代に持ってたんですけども、昼夜問

わず電話来ます。 

警察なり、あとハンターなりという形で電話が

来るような形で、今現在職員に関してはローテー

ションで持ってるという形でございますが、やは

り令和７年度については昼夜問わず、土日関係な

く電話が来たというところが現状でございました。 

その都度その都度職員のほうで、現場のほうに

ハンターと一緒に現場に行って、現場のほうに指

示を与えるという形の対応をとってございました。 

なので、今年については捕獲業務についてはハ

ンターがやる形になりますので、現場で熊の目撃

があったとか、痕跡があったというときの初期対

応というところがとても農林課職員が大変だった

のかなという形で考えてございます。 

来年度に関しましては市長の答弁にもございま

したが、会計年度任用職員を１人雇用させていた

だきたいという形で予算要求させてございますの

で、そちらの方が駆除会の職員の中から、採用、

雇用ができれば、自治体とは緊密な連携とれてい

きますので、その方とやっていただきながら、

我々農林課職員はその補完という形でお手伝いを

できていければいいかなと思います。 

ヒグマの捕獲頭数に関しては、今よりも５倍１

０倍という形に増えるというところを、なったと

きにはというところは考えますが、そのような形

で、ゾーニング計画のほうにも書かせていただき

ましたが、人里への出没の抑制、さらには緩衝地

帯でのヒグマがそこでまた戻ってもらうというよ

うな形の対策というのを、これから取り組みまし

て、なるべく人里への出没を抑制して我々職員並

びにハンターの負担を軽減するような対策をして

いけばなと思いますし、これまでも電気柵の設置

等々をしておきましたので、その対策はまた強く、

これからも進めていきたいなと思ってございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） ありがとうございます。 

そこで、総体的に物を言うようなことになって

しまいましたけども、四つの計画を立てて、その

とおり熊が行動してくれればいいんですけども、

なかなかそういかない部分もあったりするのかな

と思うんですけども。 

そこでできるだけ、先ほども言ったように、職

員なり現場のサイドの方々に過度な状況になって

事故に絶対に１０１％にならない状況にならない

状態で、お仕事をしていただきたいなと思うんで

すけども、市としてなぜこんなに急激に熊が増え

たのか、いろんなハンターの情報だとか様々なこ

とでその辺について何か収集してございますか。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） お答えいたします。 

今年、令和７年につきましては全国的にヒグマ

の出没が多かったというところで、新聞報道、あ

とテレビ等々でいろいろと放映がされてますが、

一番専門家が言うのは山の実、ドングリとか、そ

ういうのの不作というところが考えられるんじゃ

ないかなという形で私たちは認識してございます。 

変な話、令和６年度につきましては、出没が少

なく、ヒグマの頭数も捕獲２頭という形で、農作

物等人里及び農村地帯への出没が少なかったとい

うところもございます。 

山の実なりそういうものに関しては隔年という

か、二、三年に１回不作の時期が来るというよう

なサイクルでございますので、令和８年につきま

しても多分、春先については、まず不作で実が落

ちてないので、熊のほうが実を探しに山のほうか

らおりてくるということが考えられますので、令

和８年はまた気を引締めて対策をしていかないと



駄目かなという形で考えてございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） そこで、私どもの過去

３年間の数字を先ほどお聞きして、私、上ノ国町

と森町に直接お電話差し上げて、捕獲頭数だけ聞

かせていただきました。 

そしたら森町だけが、昨年、令和７年度が１２

頭、その前が１６頭、その前が１５頭。 

上ノ国町が、昨年度が１０６頭で、その前が６

頭で、その前が３９頭でございました。 

それで、それぞれ耕地面積がばらばらですので、

全く違う条件なので、これは単なる数字にしかす

ぎないですけども、私、小さい頃父親に語って山

の木を切り出しに行ったことが何回かあるんです。 

そのときは馬で、人間が木をのこぎりで切って、

今みたいにチェンソーじゃないわけですね。 

のこぎりで切って、ある程度の長さにして枝を

払って、馬に三、四本引っ張らされて、下に下

がってきてる。その繰り返しをお手伝いしに行っ

たことある。 

今から１０年ぐらい前からは、ユンボの大きい

ものが、バケツの先端にアタッチメント取り替え

て、木を４メートル読みとりすぱっと切ったり、

いろんなことできる機械が最近多いわけです。 

そしたら、伐採された跡をよく私もこの間１週

間ほど前に、江差のほうへ行ってきたんですけど

も、できるだけ運転に支障ないぐらいに、きょろ

きょろしながら運転してたら、やっぱり植林され

てきれいにはなって、新しい苗木も植えられて。 

そうすると、先ほど課長がおっしゃってくれた

コクワだったり、山ブドウだったり、そういうも

のもやっぱり木に絡まったりして成熟して、熊の

餌なりになってるんじゃないかと思っていたんで

す。 

そしたらやっぱりそういうものもきれいに重機

で伐採するもんだから、結果的にはそういう環境

を壊してしまってるのかなということで、山を見

ながら、そういう心配をしてました。勝手な想像

ですけども。 

そのために先ほど課長おっしゃったように、コ

クワだとか熊が好きなものが、大学の先生とお話

しすることがあって、最近野ネズミさえも山にい

なくなったそうです。 

熊に食われているのかなということらしいです

ね。びっくりするようなことを聞かされて、なる

ほどなと。 

ですから、本当に熊も命を持ってる動物なので、

あんまり捕獲っていう言葉、殺傷という言葉を私

はなるべくだったら使いたくない。 

やっぱりどこの子供も熊のぬいぐるみだとか、

パンダだとかそういうのもそうですけども、子供

たちもそういうふうにかわいがる動物の一つだと

思って、生活の中にぬいぐるみというものがある

わけですけども、そういう部分では去年福島町で

新聞配達の方が襲われて亡くなりましたよね。 

そのことについてもやっぱり福島町にはかなり

の苦情の電話が来て、いろいろ市役所の役場の方

が苦慮したみたいですけども、私も正直申し上げ

てうちの北斗市が２５頭ぐらいも捕獲していると

いうふうに思ってはいなかったんです。 

このことを調べて初めて、その前は６頭でした。 

私の記憶の中では。 

なるほどなと、いろんな事情があって、２５頭

というのはもしかするとシークレットにしている

数字なのかなっていて、こっちから新聞報道だと

かそういう関係機関にお知らせするようなことで

もないのかなと思って、私はそういう判断をされ

たんだなと思って、見て聞いてましたけども、そ

れで最終的に先ほどから何回も言うようですけど

も、まず最初に職員にとって市民にとって、１０

１％安全な環境で、特に先ほど説明にあったよう

に、茂辺地、当別地区、それから、旧大野地区の

文月、村山、この地区に関しては、捕獲頭数も

やっぱり多いので、できるだけ気をつけて、でき

る限りの最大限の配慮をしていただければありが

たいなと。 

それと私この間島川小学校から輓馬競技をされ

ている会場まで車で１番最短でどのぐらいのキロ

数あるのかなって測ってみたら６．８キロでござ

いました。車のメーターで。 

そうすると先ほど私言ったように、１０キロか

ら１２キロ、１日に移動するっていう性質がある

ことからすると、簡単に移動できる距離なんだな



と思って、私自分の中で勝手に思ってますけれど

も、ましてや大野の場合、プラントがある横山工

業だとかああいうところの部分から、ほとんど茂

みの状態で、河川があるわけですよね。 

そうすると熊もわりかし本郷のあたり、去年あ

たり出たということを聞いてますので、そうなる

と本当に本郷のあたり、せせらぎ温泉のあたりま

でもそうですけども、もう結構人が散歩する場所

ですから、特に気をつけてもらいたいんだけども、

逆に紙面がいいのか、広報の車がいいのか、その

辺も含めて、やっぱりできるだけ、これから陽気

がよくなって、暖かくなる状況の環境の中で、な

るべくだったら熊出る可能性あるから散歩しない

でうちにいてなんてそんなことも言えるあれでも

ないですから、その辺も含めて市長初め、市とし

てもう一度決意をお話ししていただければありが

たいんですけども、よろしくお願いいたします。 

○議長（白戸昭司君） 野津農林課長。 

○農林課長（野津功君） お答えいたします。 

まず、宮川議員おっしゃってた２５頭の捕獲を

シークレットにしてるというところは私どもござ

いませんで、捕獲した情報に関しては全て市の

ホームページ等に公表してございますし、議員た

ちの会派資料のほうでも御説明をさせていただい

ているところでございます。 

議員おっしゃるとおり、昨年保護地区、大野小

学校の裏の河川敷地のちょっと北側のとこですけ

ども、ヒグマの痕跡があったというところで、河

川敷地の散歩等に関しては御遠慮頂きたいという

ような形を周知させていただきましたが、いかん

せん場所について、ヒグマが見つかったとしても

発砲するに関しましても、周りに市街地があると

いうことでは、すぐに発砲できる状況ではなく、

多分緊急銃猟という形の取扱いになるのかなと

思ってございます。 

ですが、その前に熊が河川敷地というかその辺

を通って、人里のほうに来ないというところの対

応をまずとらなければならないかと思ってござい

ます。 

今回作成しましたゾーニング計画につきまして

は、排他地域であり、発砲地域というのを、被害

の有無にかかわらず先にヒグマの侵入を防ぐ対応

が可能になるような形の計画というものでもござ

います。 

これまでは被害があったから、そこからハン

ターが動いて対策するということではなく、未然

にそういうのを動けるような形になりましたので、

その辺を踏まえながら今年の対応をさせていただ

きたいですし、多分今月、３月中旬あたりから、

一度ハンターのほうで、全域雪解けも早くなって

きましたので、ヒグマの出没がないかということ

で、現在巡回の指示を出そうという形で、ハン

ターと打合せをしているところでございます。 

市長の答弁もございましたがやはり人的被害を

出さないというところは、絶対に出してはいけな

いという形では考えてございます。もちろんケガ、

そういうのも含めてですね。 

なので、市としましては、ヒグマの対策という

ところはさらに今年度、令和８年度につきまして

はより、農林課職員としては危機感を持って対応

していきたいなと思ってございます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） もう終わります。 

それで先ほど、去年も出てるような熊の確認が

とれてるような場所については、散歩される方は、

特に自分の身は自分で守らなきゃないというのが

私の考え方なんですけども、できれば熊よけスプ

レーみたいなものを手に握りながら散歩していた

だけるような、自分の身を自分で身を守るという

ようなことを、市の広報か何かで書面でもいいで

すし、広報車でもいいですし、それぞれ気をつけ

ていただけるようにお願いされてはどうかなと私

は思うんですが、最後に市長のほうから、もし何

かこれについてお話ししていただけることがあっ

たらよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） 宮川議員の御質問にお

答えを申し上げたいと存じます。 

熊の情報に関しては、熊の出没情報があった場

合、すぐにホームページ上で提示してございます。 

こういうところに熊が出ましたと、それから当

然捕獲をすると、捕獲をしましたというふうな情

報も全てホームページで出しております。 



市街地に近いところに出た場合は、防災無線を

使って、地域住民に広報で流してございます。注

意してくださいというふうなこと。 

それから、熊の被害に遭わないようにというふ

うなことで、これ広報でも流してございます。 

当然、一回流したらいいっていうものじゃなく

て、当然今後もそういったことはしていかなきゃ

ないだろうというふうに思ってございます。 

やはり命に関わることですので、これは市民の

皆さんも交えて申しましょうか、そういったもの

も、きちんと行っていただきたいですし、スプ

レーに関しても、やっぱり結構散歩される方も山

間部を散歩される方もいらっしゃいますんで、そ

ういった自己防衛というふうなものもきちんと

やっていただきたいなと思いであります。 

その上で、さっき言った情報というふうなもの

は逐一出していきたいというふうに思ってござい

ます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） １４番宮川勇君。 

○１４番（宮川勇君） ありがとうございます。 

インターネットとかいろいろなことをお知らせ

する方法は、書面でもあるんですけども、なかな

かそれをまた耳にする、目にするということをき

ちんと市民の方が緊張して対応していただければ

ありがたいんですけどもなかなかそうもいかない

部分があるものですから、できるだけ広報車なり、

紙面なりで、できるだけそういうふうなことの気

遣いをしていただければありがたいと思います。 

これで質問は終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） －登壇－ 

それでは、通告に従いまして、質問させていた

だきます。 

１ 北斗市の業務システムの安全性に関する件。 

少子高齢化社会が進み、急速な人口減社会に突

入する中で、質の高い公共サービスを維持し、国

民のニーズの多様化に柔軟に対応していくために

は、国・地方公共団体・独立行政法人等の公共情

報システムを共同で利用するガバメントクラウド

の推進が重要とされています。 

地方公共団体の基幹業務システムの標準化・ガ

バメントクラウドへの移行は、事務の効率化、自

治体情報システム全体のセキュリティレベルの高

度化、大規模災害対策の実現等にもなります。 

地方公共団体情報システムの標準化に関する法

律に基づき、標準化の対象となる２０の事務、児

童手当、子ども・子育て支援、住民基本台帳、戸

籍の附票、印鑑登録、選挙人名簿管理、固定資産

税、個人住民税、法人住民税、軽自動車税、戸籍、

就学、健康管理、児童扶養手当，生活保護、障害

者福祉、介護保険、国民健康保険、後期高齢者医

療、国民年金の業務システムは、今年度末までに

移行することになっています。 

一方で、標準化の対象とならない業務システム

があります。 

この標準化システムに含まれない業務システム

についてお尋ねします。 

（１）標準化システムに含まれない業務システ

ム数（担当課別）。 

（２）これらを管理・統制するための規定やル

ールの概要。 

（３）業務システムを運用するための人材育成、

教育訓練。 

○議長（白戸昭司君） 池田市長。 

○市長（池田達雄君） －登壇－ 

日笠議員の御質問にお答え申し上げたいと存じ

ます。 

 北斗市の業務システムの安全性に関する件につ

いてでございますが、ご質問の一つ目、標準化シ

ステムに含まれない業務システム数につきまして、

本年２月末現在のシステム数を担当課別に申し上

げますと、総務課が４、企画課が７、財政課が３、

税務課が７、市民課が１、環境課が３、子育て支

援課が２、国保医療課が６、農林課が６、土木課

が７、都市住宅課が５、上下水道課が５、学校教

育課が３、社会教育課が１、学校給食共同調理場

が１、議会事務局が２、農業委員会が１の計 64

システムになっております。 

二つ目の、標準化システムに含まれない業務シ

ステムを管理・統制するための規定やルールの概

要につきまして、市が利用する業務システムの管

理・統制するための規定は、北斗市情報セキュリ



ティーポリシーにおいて情報資産の分類や管理方

法を規定しているほか、サーバ室の管理や電源確

保などに関する物理的セキュリティ、最高情報統

括責任者やシステム管理者などの役割や教育に関

する人的セキュリティ、利用するネットワークや

コンピュータウイルス対策、システムの導入等に

関する技術的セキュリティなどのルールを規定し

ております。 

また、業務システムの運用保守等にあっては、

情報の守秘義務や目的外利用の禁止なども明記し

た契約の締結についても規定しております。 

なお、情報セキュリティーポリシーに関しては、

標準準拠システム等をクラウドサービス上で運用

する場合のセキュリティ対策等について、現在、

改訂作業を行っているところでございます。 

御質問の三つ目、業務システムを運用するため

の人材育成、教育訓練につきまして、 

職員研修において、情報セキュリティ研修を実施

しており、各業務システムの運用においても必要

となる情報セキュリティに対する脅威とその対策

や、市のネットワークについての基礎知識を習得

させているほか、ｅラーニングによる研修も実施

しているところでございます。 

また、各業務システムの運用につきましては、

日常的な業務で利用する中で、実務スキルやシス

テム固有の留意点について習得するよう努めてい

るほか、システム本体の運用につきましては、保

守を含めたメンテナンスや監視、バックアップ

データの保存などを保守委託等により、受託者が

実施しております。 

以上で、日笠議員の御質問に対するお答えとい

たします。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） ありがとうございます。 

この質問をするにあたり、いろいろと調べたん

ですけれど、北斗市のホームページを見ても情報

セキュリティーポリシーっていう言葉を検索して

も、何か出てくるっていうこともなく、いろいろ

調べたら住民基本台帳ネットワークシステムに関

するセキュリティー組織規程というのは、その規

定の中に見つかったんですけれども、なかなかそ

ういうものがないので、ちょっと心配していまし

たけれども、そういう情報セキュリティーポリ

シーっていうのがあるっていうのを、聞いて安心

しています。 

一応、もう一つの北斗市のほうで、こういう情

報セキュリティーポリシー文書っていうのが、

ホームページ上に存在していたのでちょっとこれ

を参考に質問のほうを考えてきております。 

ちなみにこういう、情報セキュリティーポリ

シー文書っていうものをホームページ上に載せ

るっていうそういう考えのほうはまずありますか。 

○議長（白戸昭司君） 田中ＤＸ担当課長。 

○ＤＸ担当課長（田中祐一君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

今、現行のセキュリティーポリシーに関しまし

ては、非公開ということで、セキュリティーを守

るということから非公開ということで策定された

ものなので、現在はホームページに掲載しており

ませんで、先ほど市長の答弁にもありましたセ

キュリティーポリシーの改定後につきましては、

セキュリティーポリシーの基本方針のほうを公表

するような形とっておりまして、これは地方自治

法の改正もありまして、公表することが義務づけ

られておりますので、今後、改定後は基本方針は

ホームページのほうに公表するような形になりま

して、セキュリティーポリシーというのが、基本

方針と対策基準というのからなっているんですけ

ど、対策基準のほうについてやっぱりセキュリ

ティを守るという観点から非公開という形となり

ます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） 公開できる部分と、公

開できない部分があるということで理解いたしま

した。 

このポリシーに基づいて、いろいろと日常の業

務がなされていると思うんですけれども、具体的

にどのような手順で職員の人たちがシステムを

扱っていく、市民のほうから、例えば、この場合

だと戸籍のほうとかを求められたときに、どのよ

うな手順でもって、基幹業務システムのほうを

扱っていくのか、そういうチェックリストとかが

もしあるんでしたら具体的に教えてください。 



○議長（白戸昭司君） 田中ＤＸ担当課長。 

○ＤＸ担当課長（田中祐一君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

基本的にパソコンとかを利用するときに、当然

ＩＤとかパスワードっていうところの入力から始

まって、そのシステムへログイン等していって使

うような形にはなるんですけども、通常の業務に

おける使用については各業務ごとで実態がいろい

ろ変わってくるとは思うんですけども、当然気を

つけなきゃないところは、それぞれの課において

確認されていることとは思いますけども、情報の

漏えい等がないような形でシステム上の仕組みは

講じておりますので、具体的個別なチェックリス

トっていうところは私ども、業務担当課でないと

分からないところがございますけども、まず基本

的な情報を守るという観点は、教育をしておりま

すし、運用等に関しては常に気をつけてやってい

るところでございます。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） はい、分かりました。 

では順番に戻っていきたいと思うんですけど、

この１で示された６４の標準化システムに含まれ

ない業務システムのうち、これから標準化システ

ムのほうに含まれていくと想定されているシステ

ムは幾つぐらいあるのか何なのか教えてください。 

○議長（白戸昭司君） 田中ＤＸ担当課長。 

○ＤＸ担当課長（田中祐一君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

現在、標準化システムに含まれるものっていう

ものでは国のほうでは一切決めておりませんので、

現状を申し上げるのは、これから標準化になると

いうものについては、この中には情報としてはな

いという状況になります。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） 今この標準化システム

に含まれない中で、そちらに移行していくのが分

かっているってものは今はないということなんで

すね。 

はい、分かりました。 

この中で一つ聞きたいんですけど、学校の現場、

小学校とか中学校のほうには膨大なデータベース

があると思うんですけれども、それはここに示さ

れている学校教育課のほうで管理してるって考え

ていいんでしょうか。それとも別に教育委員会に

はそういうシステムが存在しているのでしょうか。 

そこをお聞きしたいです。 

○議長（白戸昭司君） 山﨑学校教育課長。 

○学校教育課長（山﨑久記君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

こちら、標準化システムのほうに含まれない業

務システムということで、学校のほうでは校務支

援システムというものがございます。 

そちらのほうには学校や児童生徒に関する様々

な情報をデジタル化し、教職員間で共有するシス

テムになっておりまして、その管理に関しまして

は各学校で管理するような形になっております。 

以上でございます。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） そうすると、今、標準

化システムに含まれない業務システムっていうの

は、恐らく各課のほうでいろいろと管理している

と思われるんですけれども、システムのデータ

ベースは今どのように扱われているのか、答えら

れるかどうか分かりませんが、どこにあるのかと

か、今どのような状況にあるのかちょっとお聞き

したいです。 

○議長（白戸昭司君） 田中ＤＸ担当課長。 

○ＤＸ担当課長（田中祐一君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

システムによってそれぞれのデータベースの格

納先っていうのは若干違いはありますけれども、

大きくは、委託先のデータセンターだとかってい

うところになります。 

データセンターにおいては先ほど市長の答弁が

ありましたけど、メンテナンスとか監視をしなが

ら、またはバックアップデータを保存しながらと

いうことでやっている状況でございます。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） そうすると標準化シス

テムのほうはいろいろと大規模の対策とか情報漏

えいの対策はとても十分だと思うんですけれども、

含まれないほうについての大規模災害の対策とか

情報漏えいの対策がどのようになっているか、教



えられる範囲で教えてください。 

○議長（白戸昭司君） 田中ＤＸ担当課長。 

○ＤＸ担当課長（田中祐一君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

標準化システムも今回標準化システムはガバメ

ントクラウドのほうに行くんですけども、それ以

前については委託先のデータセンターで扱ってお

りまして当然そこは大事な情報になりますので、

メンテナンスだとか、保守、あとは監視もそうで

すけども、そういったセキュリティーを万全にし

て実施しているところでございます。 

災害時におきましては、データの損失っていう

ところが、多く問題になるものですから、東日本

大震災後、当市でも庁内にサーバーを置いて運用

してたんですけども、震災後、サーバーの保守期

限等の更新のタイミングによって、クラウドサー

バーのほうに移行して、そこでバックアップも

ちゃんととれるような形で、よりセキュリティー

を高くした形のもので運用してまいりました。 

今回さらにガバメントクラウドにつきましては、

その２０業務については、より強固に、セキュリ

ティー、安全対策がとれたものに移行しますけど

も、残された標準化以外のシステムにつきまして

は、ガバメントクラウドと比べますと、そこまで

のレベルにはいってないものの、十分な安全対策、

セキュリティーがとれているものとして、運用し

ておりますので、そこについては今後のセキュリ

ティーの部分を動向を見極めつつ運用をしていき

たいというふうに考えております。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） いろいろとセキュリ

ティーバックアップとか、今最善を尽くしている

ということは分かりました。 

システムのほうは万全として、今それを実際に

運用しているパソコンとか、そっち側の話なんで

すけれども、そちらのほうはそのシステムの更新

に伴ってきちんと更新されているのかとか、パソ

コンが新しくなっているのに、例えば有線ＬＡＮ

だとか、ハブが古いままで危ない状態になってい

ないだろうかとか、その辺りが心配になってるん

ですけれども、その辺りの更新はどうなってるん

でしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 田中ＤＸ担当課長。 

○ＤＸ担当課長（田中祐一君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

パソコンにつきましては、今大半のパソコンの

環境がクラウドで仮想デスクトップという技術を

使ってやっているんですけども、実際自席に置い

てるパソコン自体は、パソコンとして機能はして

いないものが大半で、そのパソコンの環境をクラ

ウドサーバー上に構築して、そこにアクセスして

使っているというな形になりまして、特にパソコ

ンの更新っていうのも今年度一部はやっておりま

すけども、大半の職員のパソコン、あとは基幹系

のパソコンにつきましては、仮想デスクトップを

使ってやっているということで、そこの部分がセ

キュリティー上もとられてる形で実施していると

ころでございます。 

先ほどお話ありました通信機器につきましても

保守期限を迎えたタイミングで更新をしておりま

して、そういったところも機器の更新のときに

ネットワーク上のセキュリティーを確保しながら、

更新しているので、古いままそのまま使ってると

いうような状況ではございません。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） 結局こういうシステム

は人が使うということなんですけれども、委託業

者、こちらからの何か監視機能みたいなものはあ

るんでしょうか。 

例えば見積りが適正だとか、例えばシステムに

対応ないところがないだとか、そういうのを見れ

る人材っていうのが、今、育成されているのか、

存在しているのか、そこについてお聞きしたいと

思います。 

○議長（白戸昭司君） 田中ＤＸ担当課長。 

○ＤＸ担当課長（田中祐一君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

情報セキュリティー等に関するところでちょっ

と専門的な資格を持ったような人材というのはい

ない状態ではありますけども、これと委託業者に

おいての安全性とかっていう部分につきましては、

委託業者が取得しております国際規格であります、

情報セキュリティーマネジメントシステムの認証



を受けている業者に委託しておりますので、認証

の継続の中で監査等を行って、更新されていると

いうところですので、そういった部分で確認でき

ているという形、更新によって認証得てる会社に

委託しているということで、やっております。 

あとセキュリティーポリシーにおいては委託業

者に監査ということもできるようにはなっており

ます。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） それで、また先ほどの

情報セキュリティーポリシーのほうに戻るんです

けども、そちらのほうでは最高情報セキュリ

ティー責任者っていう方がきっといると思うんで

すけれども、北斗市における最高情報セキュリ

ティー責任者というのは誰になっていますか。 

○議長（白戸昭司君） 田中ＤＸ担当課長。 

○ＤＸ担当課長（田中祐一君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

最高情報統括責任者につきましては、総務部長

がその任を担っております。 

以上です。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） いろいろと流れが分

かって安心しております。 

最後になりますけれども、市長にお聞きしたい

んですが、これから新たに標準化される業務シス

テムがあるかもしれないです。 

この際、各担当課が管理しているシステムの

データやシステム開発者を整理しておく必要があ

るかと思うんですけれども、その辺りに関しては

いかがでしょうか。 

○議長（白戸昭司君） 田中ＤＸ担当課長。 

○ＤＸ担当課長（田中祐一君） 日笠議員の御

質問にお答えいたします。 

御質問のところの管理と開発者とかそういう情

報は、今後セキュリティーポリシー改定後にそう

いったところの、今システムがどういうふうに配

属されているというのは、当方で押さえてはいる

んですけども、今後開発元だとかそういったとこ

ろの詳細情報は次年度において整理をしていって、

見える化するような形で、セキュリティーが守ら

れてるかどうかというところも見ながらやってい

くような形でおりまして、そういったところの業

務を令和８年度予算の中で実施計画というのをつ

くるための予算もとっておりまして、その中で構

築していくような形でやっていきたいと考えてお

ります。 

○議長（白戸昭司君） ５番日笠朝子君。 

○５番（日笠朝子君） 本当にシステムを実際

に使っていくのは人ですので、本当に教育のほう

とか、そういう意識の徹底をお願いいたしまして、

質問を終わりたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 


